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本日の発表内容 

１ 東京都ひきこもりサポートネットの活動 

２ ひきこもり当事者の特徴 

３ 訪問支援のケースから 

 ケース１：相談につながらず長期化した事例 

    ケース２：早期に相談につながった事例 

 ケース３：相談機関のミスマッチがあった事例 

４ 相談から見えてきたこと 



東京都ひきこもりサポートネットの活動 



出会い 

個人的 

支援段階 

集団との

再会段階 

社会参加の 

試行段階 

社会参加 

居場所支援 

訪問支援 

東京都ひきこもりサポートネットの活動   

メール相談／電話相談 

就労支援 

就労 

（厚生労働省，2010） 

サポートネットの活動 



初回電話 
インテーク 

訪問前打合せ 

訪問相談 他機関紹介 他機関へ 

他機関随行 
電話フォロー

アップ 

区市町村より 

申し込み 

区市町村 
ケース会議 

訪問支援の流れ 

居場所支援 
就労支援 
医療機関等 

（訪問をして終了35.4％） 

（訪問終了のうち、 
機関に繋がったもの
76.5％） 

（訪問には至らず終了 
    32.6％） 

目的： 地域資源の把握と地域資源に繋げる  
Ｈ28年度より 12自治体 15ケース 17回開催 

現在支援中32% 



ひきこもり当事者の特徴 
（訪問支援から） 



ひきこもり当事者の特徴① 

•性別 

 

•年齢 

男性 

79.8
% 

女性 

20.2
% 

15‐19

歳 

20.4％ 

20‐24

歳 

29.6% 

25-29

歳 

28.6％ 

30歳

以上 

21.4％ 

（平成29年11月現在 訪問終了ケース対象 N=98） 



ひきこもり当事者の特徴② 

•ひとり親家庭の割合 

 

•不登校 

不登

校 

76.9% 

非該

当 

23.1% 

ひと

り親

家庭 

38.1% 

 非該

当 

61.9% 

（平成29年11月現在 訪問終了ケース対象 N=98） 



訪問相談を行った事例から 

          精神障害・発達障害の割合 

精神障害
（疑い含む）

（29％） 

発達障害
（疑い含む）

（25％） 

重複 

(5%)  

ひきこもり当事者の特徴③ 



訪問支援申込前の相談歴 
 

•過去の相談歴 

 

•過去の相談先（重複あり） 

カウンセラー 

（平成29年12月31日までに申込のあった137件を対象） 

民間支援団体 



訪問支援申込のきっかけ 

訪問支援申込のきっかけ（過去の相談歴「なし」41件対象、 

                             平成29年12月31日現在） 

申込みに至るきっかけ（N=41, 重複有） 件数 ％

マスコミ（TV、広報、講演会等）によって知った 10 22%

周囲からの勧め（家族・親戚・知人） 8 17%

出来事（本人の暴力、祖母の死、家業の廃業、自殺
念慮があった等）

6 13%

第三者の介入が必要だと思った 4 9%

年齢から今動かないとだめだと思った 4 9%

他機関と上手くつながらなかった 3 7%

他機関の相談が終了した 2 4%

将来への不安（親の高齢化） 2 4%

生活保護を受けさせたい 2 4%

不詳（他県へ転居、キャンセル等） 5 11%

・広報紙・講演会等によって知った 

・家族・親戚・知人から勧められた 

・第三者の介入が必要だと感じた 

・年齢から「今動かないとだめだ」と思った 

・その他 

 （家族の死、家業の廃業、本人の暴力等） 



訪問支援のケースから 



ひきこもりサポートネットの支援から見えてきたこと 

＜ひきこもりの長期化＞ 

・長期化する環境要因・支援につながったきっかけ 

  家族関係、相談意欲、地域資源の有無、 

  支援機関の情報 等 

 

＜本人や家族の状況に応じた支援＞ 

・不登校経験がある場合 

 ⇒ 居場所支援から就労支援につなげることが有効 

・発達障害等の問題を抱えている場合 

 ⇒ 関係機関が連携した支援が必要 


